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お茶収穫の様子（永留）    

 永留国営団地内でお茶収穫が最盛期を迎えています。京丹後市内では平成

１６年から栽培が始まり、現在、44.3ヘクタールまで増えました。久美浜

町内では永留の国営2・6・7団地で約19ヘクタールが栽培され、京丹後製

茶㈱の工場で“荒茶”に加工され、京都茶市場へ出荷されています。 

 ちなみに出荷された丹後の荒茶は、主に府南部のお茶屋さんによって落札

され、“仕上げ”工程を経て“宇治茶”として国内販売されるほか、近年で

は厳しい基準をクリアして、北米、台湾、ＥＵへの輸出も行われています。 

 今年産の状況は、４月上旬の低温による生育の遅れがみられるなど、昨年に比べ減産傾向にあります。  

  生産農家は、「茶葉は品質が天候に左右されやすい。茶園管理も夏は炎天下での作業となるため大変

です。」と、話されていました。  

 京丹後産のお茶は市内観光施設等でも販売中です。煎茶、番茶、ほうじ茶やペットボトルのお茶も

取り揃えていますので、皆様も今年の新茶を味わってみてください。 

      国営農地でお茶の収穫進む   永留団地 茶 

海水浴シーズン到来 海水浴場安全祈願式  

関係者による安全祈願    

 ７月１日(月)に、恒例の

小天橋海水浴場の安全祈

願式が行われました。   

 小天橋観光協会、警察

署、消防署、関係者が出

席し、海水浴期間中の海

上安全を祈願しました。 

七夕まつりの開催  久美浜一区 

七夕まつり    

 ７月6日(土)、久美浜

一区自治振興会主催の

「七夕まつり」が、豪

商稲葉本家を会場とし

て行われました。    

 当日は述べ3,500人 

が来場し、バザーやゲーム、歌謡グループの出

演などで、楽しい時を過ごしました。 

三崎市長のあいさつ    

 7月21日（日）、2019

年度「ワールドマスターズ

ゲームズ2021関西」プレ

大会兼2019JCFスタンド

アップパドルボート海外派

遣選手選考会が、久美浜湾 

カヌー競技場で開催されました。 

 当日、午前9時から三崎市長、日本カヌー連盟

村田常務理事、吉岡教育長、市体育協会谷口副会

長が参加し、開会式が行われました。 

 大会には全国から合計69人のエントリーがあり、

当日は、白熱した試合がくりひろげられました。 

激漕！スタンドアップパドルボート    

  ７月１日（月）、吉田 浩士（ﾖｼﾀﾞﾋﾛｼ）さん

が新隊員として着任しました。 久美浜湾岸や蒲

井・旭の観光漁業等を応援します。隊員の活動に

ついて、皆様のご理解、ご協力をお願いします。  

 地域おこし協力隊員、着任のお知らせ  

久美浜町の人口   （人） 

Ｒ1.6月末 R1.5月末 比較 

０歳～１４歳 1,007 1,008 △1 

１５歳～６４歳 4,742 4,745 △3 

６５歳～ 3,707 3,713 △6  

合 計 9,456 9,466 △10 

高齢化率 39.20％ 39.22％ 


